2014.4.10

平成26年度　環境と人間　地球に暮らす〜生活と土木・建築技術の関わり〜

木曜日4限目（14:45～16:15）
講義室：S2

講義プログラム（予定）
	1
	平成26年4月10日
	全体
建築1
	担当：横田
担当：瀬戸口
	オリエンテーション
建築都市学が目指す理念と目標

	2
	平成25年4月17日
	建築2
	担当：瀬戸口
	人間のための空間創造としての建築デザイン

	3
	平成26年4月24日
	建築3
	担当：瀬戸口
	人々の社会活動や価値観に応えて空間を創造する都市デザイン

	4
	平成26年5月1日
	建築4
	担当：緑川
	建築をつくる

	5
	平成26年5月8日
	建築5
	担当：緑川
	建築をつかう

	6
	平成26年5月15日
	建築6
	担当：緑川
	建築をこわす

	7
	平成26年5月22日
	社基1
	担当：泉
	土木ワールド

	8
	平成26年5月29日
	社基2
	担当：横田
	土木技術は世界を廻る

	9
	平成26年6月12日
	社基3
	担当：泉
	災害からくらしを守る

	
	平成26年6月16日
	
	
	休講（第6講時）

	10
	平成26年6月19日
	社基4
	担当：泉
	地球をめぐる水の旅

	11
	平成26年6月26日
	社基5
	担当：横田
	青い地球は誰のもの

	12
	平成26年7月3日
	国土1
	担当：横田
	土木と人生設計・マネジメント


	13
	平成26年7月10日
	国土2
	担当：蟹江
	地域創造の歴史

	14
	平成26年7月17日
	国土3
	担当：蟹江
	巨大プロジェクトの実現

	15
	平成26年7月24日
	国土4
	担当：蟹江
	政策のプロデューサー



· 責任教員　横田　弘（工学部A4-05） yokota@eng.hokudai.ac.jp
· 毎回の授業での課題，各コースより課す合計3回の課題レポート，全体レポートの評価により成績評価を行う．
· 全体で60%以上（9回以上）の出席が必要．
· 連絡事項，レポートの提出等をELMSにより行う場合があるので，定期的にELMSの確認を行うこと．
